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威

鏡

南

道

の
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北
部
朝
鮮
無
文
土
器
編
年
の
た
め
に
凶

l
西

谷

正

は

じ

め

一
九
四
五
年
以
後
、
朝
鮮
考
古
学
の
諸
分
野
に
お
い
て
、
め
ざ
ま
し
い
発
達
を
成
し
遂
げ
て
き
た
乙
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ

の
な
か
に
あ
っ
て
、
未
解
決
の
問
題
点
も
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
、
無
文
土
器
の
詳
細
な
編
年
作
業
が
あ
る
。
と
り

わ
け
、
地
域
ご
と
の
無
文
土
器
編
年
の
試
行
錯
誤
の
蓄
積
が
、
い
ま
も
っ
と
も
必
要
と
考
え
る
。
筆
者
は
す
で
に
、
そ
の
よ
う
な
作
業
に

着
手
し
て
き
た
が
、
本
稿
も
そ
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
向
。

威
鏡
南
道
の
無
文
土
器

戚
鏡
南
道
の
無
文
土
器
に
関
す
る
資
料
は
、
け
っ
し
て
多
く
な
く
、
無
文
土
器
時
代
の
遺
跡
の
調
査
も
少
な
い
。
こ
れ
ま
で
に
公
表
さ

れ
て
い
る
無
文
土
器
出
土
地
は
、
北
か
ら
南
へ
列
挙
す
る
と
わ
ず
か
に
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
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し
か
も
、
無
文
土
器
編
年
作
業
に
供
し
う
る
資
料
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
乙
で
、
本
稿
で
は
、
行
政
区
域
と
し
て
は
成
鏡
北

＠
 

道
に
属
し
て
い
る
が
、
内
容
的
に
は
戚
鏡
南
道
と
共
通
点
の
多
い
、
金
策
市
徳
仁
里
遺
跡
（
第
一
図
8
）
出
土
の
無
文
土
器
を
北
方
の
例

⑮
 

と
し
て
参
考
に
す
る
。
ま
た
、
現
在
は
、
江
原
北
道
に
属
し
て
い
る
が
、
旧
威
鋭
南
道
に
あ
た
る
、
元
山
市
中
坪
洞
遺
跡
（
第
一
図
9
）

出
土
の
無
文
土
器
も
南
方
の
例
と
し
て
取
り
あ
げ
る
。

＠
 

山
威
鏡
北
道
金
策
市
徳
仁
里
遺
跡
出
土
の
無
文
土
器

徳
仁
里
遺
跡
は
、

一
九
五
九
年
秋
に
実
施
さ
れ
た
踏
査
時
に
注
意
さ
れ
、
翌
一
九
六
O
年
一
一
月
八
日
・
九
日
の
両
日
、
清
津
博
物
館

に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
た
支
石
墓
群
で
あ
る
。
支
石
墓
群
は
、
徳
仁
里
の
チ
ョ
ン
ヂ
ャ
ン
に
位
置
す
る
。
そ
乙
は
、
院
坪
駅
で
下
車
し
て
、

臨
撰
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
約
八
キ
ロ
上
流
の
谷
間
に
あ
た
る
が
、
平
潤
な
水
回
地
帯
の
真
ん
中
に
支
石
墓
群
が
み
ら
れ
る
。

徳
仁
里
を
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
り
、
徳
満
里
の
西
側
に
そ
び
え
る
徳
満
山
を
越
え
て
、
北
大
川
の
渓
谷
に
入
い
る
道
は
、
古
来
、
海
岸
側

の
磨
天
嶺
の
よ
う
な
険
悪
な
山
塊
を
避
け
て
、
河
川
ル

1
ト
で
、
成
鏡
北
道
吉
州
と
戚
鏡
南
道
広
泉
・
端
川
を
連
結
さ
せ
る
主
要
交
通
路

で
あ
っ
た
。
徳
仁
里
支
石
墓
群
は
、
戚
鋭
南
道
一
帯
の
支
石
墓
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
な
交
通
路
に
沿
っ
て
、
磨
天
嶺
以
北
に
越
え
て

き
た
例
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

さ
て
、
徳
仁
里
の
支
石
墓
群
は
、
も
と
も
と
六
基
ほ
ど
あ
っ
て
、
東
西
方
向
に
ほ
ぼ
一
直
線
上
に
一

o
o－
－
五

0
メ
ー
ト
ル
の
間
隔

を
お
い
て
並
ら
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
二
基
は
地
元
民
の
証
言
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
存
在
し
た
と
と
が
わ
か
る
程
度
で
あ
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り
、
ま
た
、
も
う
二
基
は
完
全
に
破
壊
さ
れ
て
、

そ
の
痕
跡
を
と
ど
め
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
け
っ
き
ょ
く
ニ
基
だ
け
が
支
石
基

で
あ
る
。

群
の
中
間
に
あ
っ
て
、
約
一
四
0
メ
ー
ト
ル
の
間
隔
を
お
い
て
、
不
完
全
な
が
ら
現
存
し
て
い
る
だ
け
で
、

そ
れ
ら
が
発
掘
さ
れ
た
わ
け

最
初
に
発
掘
さ
れ
た
第
一
号
支
石
墓
か
ら
無
文
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
第
一
号
支
石
墓
（
第
二
図
）
は
、
典
型
的
な
テ
ー
ブ
ル
動
で

あ
る
が
、
北
側
か
ら
南
側
に
倒
壊
し
た
状
態
に
あ
る
。
支
石
は
、
ほ
ぼ
東
西
に
長
軸
を
お
く
こ
枚
の
板
石
を
平
行
に
立
て
、
そ
の
内
側
の

東
・
西
に
小
口
石
を
立
て
て
い
た
ら
し
い
。
南
側
支
石
は
、
長
さ
二
・
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
・
二
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
0
・
二
二
メ
ー
ト

ル
、
北
側
支
石
は
、
長
さ
一
・
九
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
・
四
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ

0
・
二
二
メ
ー
ト
ル
の
板
石
で
あ
り
、
そ
の
上
に
長
さ
三

徳仁皇（1～3）・中坪洞（4～7)
出土の無文土器（縮尺%〉

第3図

成
鏡
南
道
の
無
文
土
器
ハ
西
谷
〉

メ
ー
ト
ル
、

幅
二
・
七
メ
ー
ト
ル
、

厚
さ

0
・
三
メ
ー
ト
ル
の
蓋
石
が
載
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
支
石
で
固
ま
れ
た
内
部
は
、
深
さ
約
二

0
セ
ン
チ
ほ
ど
の
と
乙
ろ
は
、
直
径
一

o
t一
五
セ

ン
チ
の
石
と
土
が
混
じ
り
、
そ
の
下
に
、
直
径
五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
磯
が
、
幅
約
二
メ
ー
ト
ル
、
厚

さ
二
五

t
三
0
セ
ン
チ
に
わ
た
っ
て
整
然
と
敷
か
れ
て
い
た
。
乙
れ
ら
ニ
つ
の
層
位
の
聞
か
ら
、

無
文
土
器
や
人
骨
の
破
片
が
出
土
し
た
。

無
文
土
器
は
、
す
べ
て
一
褐
色
系
統
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
壷
と
費
が
含
ま
れ
る
。
査
（
第
三

図
1
〉
は
、
ロ
縁
部
の
破
片
で
大
き
く
外
反
す
る
。
聾
〈
同
2
）
は
、
や
は
り
口
縁
部
の
破
片
で

あ
っ
て
、
直
立
す
る
。
口
縁
端
か
ら
少
し
下
が
っ
た
と
と
ろ
に
、
直
径
二

t
コ
一
ミ
リ
の
貫
通
し
た

円
孔
を
、

一
1
一
・
五
セ
ン
チ
間
隔
で
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
底
部
（
同
3
〉

て
、
周
縁
が
突
出
し
て
い
る
点
が
特
長
で
あ
る
。
胎
土
に
は
、
太
い
砂
粒
を
含
み
、
厚
く
て
組
野

な
感
じ
を
与
え
る
。

江
原
北
道
元
山
市
中
坪
調
遺
跡
出
土
の
無
文
土
蜘

lま

平
底
で
あ
っ

(2) 

一
六
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一七
O

も
と
成
鏡
南
道
元
山
市
湧
珠
里
と
呼
ば
れ
た
中
坪
洞
遺
跡
は
、

元
山
第
三
中
学
校
が
一
九
五
三
年
か
ら
歴
史
教
育
の
一
環
と
し
て

行
な
っ
て
き
た
、
原
始
の
遺
跡
調
査
の
過
程
で
発
見
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

中
坪
洞
遺
跡
は
、
西
方
に
馬
息
嶺
の
低
丘
陵
を
望
み
、
龍
演
里

の
背
後
か
ら
約
五
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
伸
び
て
く
る
低
正
陵
の
東
端

中鐸洞遺跡の位置

付
近
に
位
置
す
る
。
乙
の
正
陵
の
前
面
に
は
徳
源
平
野
が
ひ
ろ
が

そ
乙
に
は
深
浦
川
と
赤
田
川
の
二
つ
の
川
が
東
海
（
日
本

海
）
に
注
い
で
い
る
。
い
ま
述
べ
た
よ
う
に
、
元
山
市
街
地
の
西

北
方
に
あ
た
る
徳
源
平
野
の
北
側
に
は
、
深
浦
川
が
、
ま
た
、
南

る
が
、

側
に
は
赤
田
川
が
流
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
徳
源
平
野
の
西
側
に

は
、
二
つ
の
広
大
な
正
陵
が
東
方
に
向
っ
て
突
出
し
て
い
る
。
そ

第4図

の
う
ち
、
南
側
の
丘
陵
は
深
浦
川
の
支
流
で
あ
る
長
林
川
と
赤
田

川
の
聞
に
挟
ま
れ
て
い
る
が
、
乙
の
丘
陵
の
西
南
側
の
傾
斜
面
に

赤
田
里
が
所
在
す
る
。
中
坪
調
遺
跡
は
、
洞
の
背
後
の
正
陵
一
帯

を
包
括
し
、
そ
乙
に
多
数
の
土
器
片
や
石
器
が
散
布
し
て
い
る

（
第
四
図
）
。

乙
の
付
近
で
採
集
さ
れ
た
土
器
に
は
、
櫛
目
文
土
器
、
無
文
土

器
、
灰
色
土
器
、
黒
色
土
器
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
櫛
目
文
土
器
に
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つ
い
で
多
い
の
が
無
文
土
器
で
あ
る
。
無
文
土
器
は
、
砂
混
じ
り
の
胎
土
を
も
っ
、
お
そ
ら

く
褐
色
系
統
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
例
（
第
三
図
4
）
は
、

口
縁
部
の
破

片
で
あ
る
が
、
内
面
に
一
セ
ン
チ
間
隔
に
直
径
五
ミ
リ
の
円
孔
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
と
い
わ

れ
る
。
い
わ
ゆ
る
突
癌
文
に
あ
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
底
部
（
第
三
図
5
t
7）
は
、
直

径
五
セ
ン
チ
未
満
の
き
わ
め
て
小
さ
い
も
の
と
、

そ
れ
よ
り
は
少
し
広
い
平
底
を
な
し
た
も

の
が
み
ら
れ
る
。
と
も
に
、
底
部
に
接
つ
す
る
胴
部
の
器
壁
が
顕
著
に
焼
成
さ
れ
て
い
る
乙

置

と
が
特
長
と
い
わ
れ
る
。

位

⑬
 

問
威
鏡
南
道
北
青
郡
中
里
遺
跡
出
土
の
無
文
土
器

の跡

中
里
遺
跡
は
、

一
九
六
五
年
五
月
初
旬
に
、
協
同
農
場
で
削
土
工
事
を
行
な
っ
た
際
、
偶

遺

然
に
発
見
さ
れ
た
。
通
報
を
受
け
た
威
奥
博
物
館
は
、

た
だ
ち
に
現
地
を
踏
査
し
、
遺
物
が

里

出
土
し
た
と
こ
ろ
が
住
居
跡
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
周
年
六
月
と
一

O
月
の

中

ニ
固
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
さ
れ
た
が
、
調
査
面
積
は
ご
く
小
範
囲
で
あ
っ
た
。

第5図

遺
跡
は
、
北
青
邑
か
ら
西
方
に
六
キ
ロ
離
れ
た
中
里
の
サ
イ
に
あ
る
。
サ
イ
の
集
落
は
、

そ
の
西
北
側
か
ら
東
側
に
か
け
て
低
く
伸
び
た
低
丘
陵
の
前
面
で
、
傾
斜
角
五
度
ほ
ど
の
平

地
と
変
わ
ら
な
い
と
乙
ろ
に
あ
る
。
サ
イ
集
落
の
東
・
南
両
端
に
は
小
川
が
流
れ
る
が
、
そ

の
川
底
は
深
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
遺
跡
地
は
、

乙
の
集
落
の
西
南
端

に
あ
る
（
第
五
図
）
。

調
査
区
は
、
三
区
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
区
は
、
一
九
六
五
年
六
且
の
削
土
工
事
の
際
に

露
呈
し
た
、
残
余
の
部
分
で
、
約
三
六
平
方
メ
ー
ト
ル
が
発
掘
さ
れ
た
。
第
二
区
は
、
そ
と

七
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七

か
ら
東
方
に
八
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、
同
年
一

O
月
に
調
査
さ
れ
た
。
そ
乙
で
は
、
削
土
工
事
時
に
露
わ
れ
た
断
面
か
ら
南
北
に

三
一
メ
ー
ト
ル
の
聞
を
取
っ
て
断
面
部
分
か
ら
発
掘
さ
れ
は
じ
め
、
そ
の
面
積
は
一
二
一
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
だ
。
第
二
区
の
東
側
で

そ
の
東
方
に
四
五
平
方
メ
ー
ト
ル
拡
張
さ
れ
、
第
三
区
と
さ
れ
た
。

住
居
跡
の
肩
線
が
み
つ
か
っ
た
た
め
、

遺
物
包
含
層
は
、
第
二
区
の
北
側
だ
け
は
中
・
近
世
の
土
器
や
鉄
器
が
混
入
し
て
い
た
が
、
そ
の
ほ
か
は
ほ
と
ん
ど
撹
乱
さ
れ
な
い
状

態
で
あ
っ
た
。
層
位
は
お
よ
そ
単
純
で
、
最
上
層
が
厚
さ
約
二

0
1二
五
セ
ン
チ
の
腐
蝕
土
層
で
耕
作
土
で
も
あ
る
。
そ
の
下
の
第
二
層

は
、
厚
さ
ニ

0
1三
0
セ
ン
チ
の
黒
色
砂
質
土
層
で
、
乙
乙
に
遺
物
が
包
含
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
下
の
第
三
層
は
厚
さ
二

0
セ
ン

チ
内
外
の
黄
色
砂
質
土
層
で
あ
り
、
最
下
層
は
厚
さ
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
白
色
砂
層
で
地
山
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
区
か
ら
は
、
住
居
跡
二
基
が
み
っ
か
り
、
北
か
ら
一
号
・
二
号
と
さ
れ
た
。

来
の
深
さ
は
わ
か
ら
な
い
が
、
輪
郭
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
も
と
は
平
面
が
長
方
形
も
し
く
は
正
方
形
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
切
断
さ

一
号
住
居
跡
は
、
深
く
ま
で
耕
作
さ
れ
て
い
て
、
本

れ
て
西
側
の
角
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
そ
の
部
分
の
壁
線
の
長
さ
は
南
北
が
一
メ
ー
ト
ル
、
東
西
が
一
・
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
住
居
跡

の
内
部
か
ら
、
福
色
土
器
・
黒
色
土
器
・
底
部
な
ど
の
無
文
土
器
と
、
石
斧
・
石
庖
丁
・
石
鎌
な
ど
の
磨
製
石
器
が
発
見
さ
れ
た
。
乙
れ

⑮
 

ら
は
、
削
土
時
に
発
見
さ
れ
た
遺
物
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
住
居
跡
の
底
面
は
、
火
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
厚
さ
が
五

t
七
セ
ン
チ
で
、

柱
穴
は
み
ら
れ
な
い
。
底
面
に
は
木
材
が
焼
け
て
炭
と
灰
に
な
っ
て
一
面
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
。
二
号
住
居
跡
は
、

方
に
四
・
二
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
た
が
、
一
号
住
居
跡
と
同
様
に
、
深
さ
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
輪
郭
は
は
っ
き
り
し
て
い
た
。
住
居

跡
の
西
側
は
切
断
さ
れ
て
す
で
に
な
く
、
東
北
側
の
角
だ
け
が
残
っ
て
い
た
。
残
存
し
た
壁
面
の
長
さ
は
、
東
西
が
0
・
八
メ
ー
ト
ル
、

南
北
が
一
・
七
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
住
居
跡
の
深
さ
は
現
状
で
は
三

0
セ
ン
チ
を
測
る
。
出
土
遺
物
に
は
、
褐
色
土
器
、
黒
色
土
器
の
破

片
が
そ
れ
ぞ
れ
数
点
ず
っ
と
、
加
工
痕
の
あ
る
石
英
石
破
片
が
あ
る
。
二
号
住
居
跡
で
も
火
を
受
け
た
底
面
に
木
材
が
焼
け
て
炭
と
灰
に

一
号
住
居
跡
の
西
南

な
っ
て
い
た
。

第
二
区
の
北
側
は
、
前
述
の
と
お
り
、
遺
物
包
含
層
が
浅
い
関
係
で
、
削
土
時
に
深
く
撹
乱
さ
れ
て
い
た
が
、
包
含
層
の
下
の
部
分
は
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一
七
四

比
較
的
よ
く
残
っ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
褐
色
・
赤
褐
色
土
器
と
黒
色
土
器
の
破
片
と
、
石
庖
丁
・
石
鍍
な
ど
が
出
土
し
た
。
第
二
区

の
南
側
は
、
包
含
層
が
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
た
。
北
側
と
同
じ
よ
う
な
遺
物
や
柱
状
扶
入
石
斧
・
紡
錘
車
が
出
土
し
た
。
た
だ
、
第
二
区

で
は
住
居
跡
は
み
つ
か
っ
て
い
な
い
。

第
三
区
は
南
北
一
四
メ
ー
ト
ル
、
東
西
三
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
発
掘
さ
れ
た
と
こ
ろ
、

こ
の
発
掘
区
の
北
端
で
住
居
跡
の
輪
郭
の
一
部

が
検
出
さ
れ
た
の
で
、
そ
乙
を
中
心
に
四
五
平
方
メ
ー
ト
ル
を
拡
張
し
、
三
号
住
居
跡
（
第
六
図
）
と
し
て
発
掘
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
に

も
、
別
の
住
居
跡
の
輪
郭
の
一
部
が
確
認
さ
れ
た
。
乙
の
発
掘
区
の
南
側
に
寄
っ
た
と
こ
ろ
で
、
直
径
二
六
セ
ン
チ
ほ
ど
の
粘
土
塊
と
炭

－
灰
が
認
め
ら
れ
た
が
、

そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
た
。
三
号
住
居
跡
の
西
南
角
か
ら
南
側
に
三

0
セ
ン
チ
離
れ
て
、
別
の
住
居
跡
の
輪
郭
が

現
わ
れ
、
ま
た
、

そ
と
か
ら
二

0
セ
ン
チ
南
側
に
別
の
住
居
跡
の
輪
郭
が
認
め
ら
れ
た
。
と
も
に
、
三
号
住
居
跡
と
同
じ
深
さ
で
輪
郭
が

)}Dt 
官官甲1
4己~）暫

現
わ
れ
た
。

も
っ
と
も
南
側
の
住
居
跡
輪
郭
内
か
ら
は
、

後
述
の
よ
う

な
、
三
号
住
居
跡
に
あ
る
も
の
と
閉
じ
状
態
の
粘
土
が
三

0
セ
ン
チ
の
間

隔
を
お
い
て
二
カ
所
で
そ
の
上
面
が
み
つ
か
っ
た
。
輪
郭
の
外
で
は
鉄
の

⑬
 

破
片
一
点
が
検
出
さ
れ
た
。

さ
て
、
中
里
遺
跡
出
土
の
無
文
土
器
は
、
胎
土
に
よ
っ
て
大
き
く
二
種

類
に
分
類
さ
れ
る
。
第
一
に
、
い
わ
ゆ
る
褐
色
あ
る
い
は
赤
褐
色
の
無
文

土
器
の
聾
で
あ
る
。
胎
土
は
、
粘
土
に
砂
を
混
じ
え
た
も
の
で
、
巻
上
げ

中里出土の無文土器（縮尺%）

に
よ
っ
て
整
形
し
て
い
る
が
、
組
い
感
じ
を
受
け
る
。
口
縁
端
は
、
ま
っ

口
縁
端
近
く
、
も
し
く
は
、
そ
乙
よ
り
少
し
下
が

第7図

す
ぐ
終
っ
て
い
る
が
、

っ
た
と
こ
ろ
に
、
円
孔
を
貫
ぬ
き
一
周
め
ぐ
ら
し
て
い
る
点
に
特
色
が
あ

る
。
前
者
の
器
勝
一
は
薄
く
て
、
後
者
の
そ
れ
は
厚
い
（
第
七
図
1
・
2
）。



有
孔
列
点
文
の
下
方
に
は
、
突
起
把
手
が
つ
い
て
お
り
（
第
七
図
l
）
、
お
そ
ら
く
二
個
一
対
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

お
よ
び
第
二
区
一
般
文
化
層
か
ら
は
、
乳
首
形
把
手
に
類
似
す
る
が
少
し
異
な
る
把
手
（
第
七
図
3
）
と
、
縦
に
帯
状
把
手
を
つ
け
た
も

の
（
第
七
図
4
〉
が
あ
る
。
聾
に
は
、
三
号
住
居
跡
か
ら
出
土
し
た
別
の
一
種
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
口
縁
端
部
を
外
方
に
折
り
ま
げ
て

二
重
口
縁
と
し
た
上
で
、
そ
と
に
有
孔
列
点
文
を
め
ぐ
ら
す
も
の
で
あ
る
（
第
七
図
7
）。

は
、
い
ず
れ
も
平
底
で
あ
る
。
三
号
住
居
跡
か
ら
出
土
し
た
底
部
は
、
直
径
八
セ
ン
チ
、

居
跡
の
そ
れ
は
直
径
一
一
セ
ン
チ
、
厚
さ
三
・
二
セ
ン
チ
を
測
る
（
第
七
図
5
1

一
号
住
居
跡

褐
色
あ
る
い
は
赤
褐
色
の
無
文
土
器
の
底
部

厚
さ
三
・
二
セ
ン
チ
（
第
七
図
6
）、

一
号
住

第
二
は
、
胎
土
に
泥
土
を
混
じ
え
た
黒
色
土
器
の
壷
で
あ
る
。
胎
土
に
砂
を
含
む
も
の
と
、

そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
る
が
、
前
者
は

ひ
じ
よ
う
に
薄
い
（
0
・
三

1
0
・
四
セ
ン
チ
〉
。

こ
れ
ら
は
お
よ
そ
き
わ
め
て
小
形
の
も
の
で
あ
る
。
若
干
広
が
っ
た
口
縁
は
頚
部
で

い
っ
た
ん
狭
ま
り
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
胴
部
へ
と
広
が
っ
て
い
く
形
態
の
も
の
が
あ
る
（
第
七
図
8
1
黒
色
土
器
に
は
、

口
縁
部
や
胴

部
に
焼
成
後
に
彫
ら
れ
た
、
さ
ま
ざ
ま
の
線
刻
文
で
飾
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
例
と
し
て
、
第
二
区
一
般
文
化
層
か
ら
柱
状
扶
入
石
斧

と
伴
出
し
た
も
の
に
、

0
・
六
セ
ン
チ
間
隔
で
二
条
の
平
行
線
を
横
に
引
き
、

そ
の
な
か
に
斜
線
で
三
角
形
文
を
表
わ
し
た
も
の
（
第
七

図
9
〉
と
、
さ
ら
に
そ
の
三
角
形
文
の
な
か
に
数
条
の
横
線
で
埋
め
た
も
の
（
第
七
図
8
）
が
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
二
号
住
居
跡
の
底
面
か

ら
出
た
も
の
に
は
、

0
・
六
セ
ン
チ
間
隔
で
上
・
下
に
そ
れ
ぞ
れ
二
条
の
平
行
線
を
引
き
、
そ
の
な
か
に
斜
線
を
交
叉
さ
せ
て
網
文
様
に

彫
っ
た
も
の
（
第
七
図
叩
）
が
あ
る
。
ま
た
、
二
号
住
居
跡
の
出
土
品
で
、
乳
首
形
把
手
が
つ
い
た
胴
部
に
粗
く
三
条
の
平
行
線
を
横
に

そ
の
な
か
に
平
行
斜
線
を
引
い
た
も
の
が
あ
る
（
第
七
図
日
）
。
さ
ら
に
、
一
号
お
よ
び
三
号
住
居
跡
か
ら
出
土
し
た
破
片
に
は
、

引
き
、
0
・
五
セ
ン
チ
の
間
隔
を
お
い
て
二
条
ず
つ
の
平
行
線
を
横
に
引
き
、

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
な
か
に
斜
め
十
字
を
切
っ
て
三
角
形
文
を
上
・
下

に
つ
く
り
、
そ
の
な
か
を
数
条
の
縦
線
で
う
め
る
も
の
が
あ
り
、
ま
ち
が
い
な
く
表
面
を
磨
研
し
て
い
る
（
第
七
図
ロ
）
。
黒
色
土
器
の

底
部
は
わ
か
ら
な
い
が
、
台
付
鉢
の
脚
部
の
破
片
が
第
一
文
化
層
で
一
点
出
土
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
脚
の
現
存
高
は
四
・
五
セ
ン
チ

で
、
な
か
ほ
ど
に
楕
円
形
に
近
い
穴
が
あ
い
て
い
る
も
の
も
一
点
あ
る
。

威
鏡
南
道
の
無
文
土
器
〈
西
谷
）

一
七
五
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成
鏡
南
道
方く
興
巴
遺
跡
出
土
の
無七-L  
文ハ

毒⑫

a斗ム

永
興
邑
遺
跡
は
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
露
呈
さ
れ
、
周
辺
に
遺

物
が
散
布
す
る
に
い
た
っ
て
、
遺
跡
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
後
、
何
回
か
の
分
布
調
査
を
経
て
、

一
九
六
四
年
九
月

に
発
掘
調
査
さ
れ
た
。

遺
跡
は
、
永
興
駅
か
ら
東
北
に
お
よ
そ
一
キ
ロ
離
れ
て
い
て
、
西

永興邑遺跡の位置

か
ら
東
へ
流
れ
て
く
る
龍
興
江
が
大
き
く
南
へ
曲
折
す
る
と
乙
ろ

の
、
河
岸
の
畑
地
に
立
地
す
る
。
遺
跡
の
範
囲
は
、
長
さ
三
五

0
メ

ー
ト
ル
に
、
幅
一
五

0
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
い
る
（
第
八
図
）
。

河
岸
の
断
面
に
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
火
を
受
け
た
住
居
跡
の
炭

と
、
黒
色
腐
蝕
土
層
が
露
出
し
て
い
た
。
龍
輿
江
の
流
れ
に
し
た
が

っ
て
下
っ
て
い
き
な
が
ら
、
文
化
層
が
も
っ
と
も
多
く
充
満
し
て
い

第8図

る
と
こ
ろ
に
、

一
つ
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、
お
よ
そ
三

O
O平
方

メ
ー
ト
ル
を
発
掘
し
た
が
、
そ
乙
を
第
一
区
と
さ
れ
た
。
第
一
区
か

ら
東
南
に
約
一
五
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
、

一三

0
平
方
メ
ー
ト
ル
余
り

の
面
積
が
発
掘
さ
れ
、
第
二
区
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
第
一
区
か
ら

河
の
流
れ
に
し
た
が
っ
て
約
一

0
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
荷
岸
に
、

四
0 

0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
が
発
掘
さ
れ
、

そ
ζ

は
第
三
区
と
さ
れ
た

（
第
九
図
）
。
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遺
跡
の
一
部
で
は
、
古
代
の
遺
物
が
、
深
さ
二

0
1四
0
セ
ン
チ
内
外
の
と
乙
ろ

で
出
土
す
る
ζ

と
は
あ
る
が
、

と
ん
回
の
調
査
で
設
定
さ
れ
た
ト
レ
ン
チ
発
掘
で

は
、
た
だ
一
つ
の
文
化
層
が
確
認
さ
れ
た
。
地
表
下
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
は
厚
い
砂
層

で
あ
る
が
、

そ
の
な
か
で
最
上
層
は
二

O
t三
0
セ
ン
チ
の
純
砂
層
で
、

そ
の
下
に

は
、
粘
土
が
若
干
混
じ
る
砂
層
が
ニ

0
セ
ン
チ
程
度
の
厚
き
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の

永興邑遺跡住居跡分布図

下
に
、
厚
さ
五

O
t六
0
セ
ン
チ
ほ
ど
の
赤
味
を
帯
び
た
砂
層
が
覆
っ
て
い
る
。
砂

層
の
下
に
は
、
厚
さ
一
五

t
二
0
セ
ン
チ
の
文
化
層
が
あ
る
が
、
黒
色
の
腐
蝕
土
に

そ
の
下
に
は
、

炭
と
灰
が
混
じ
っ
て
い
る
。

ま
た
、

地
山
で
あ
る
白
色
砂
層
が
あ

り
、
そ
の
下
の
砂
利
層
へ
と
つ
な
が
る
。

第
一
区
（
第
九
図
）
の
発
掘
区
は
、
す
で
に
河
岸
の
断
面
に
露
出
し
て
い
た
文
化

層
を
規
準
と
し
て
、
河
岸
に
沿
っ
て
長
さ
二
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
六
メ
ー
ト
ル
の
範
囲

で
行
な
わ
れ
た
。
西
北
側
の
端
で
、
・
住
居
跡
の
半
分
が
ひ
っ
か
か
っ
て
い
た
の
で
、

第9図

お
よ
そ
三

0
平
方
メ
ー
ト
ル
が
拡
張
さ
れ
た
。
乙
乙
で
は
、
全
部
で
五
基
の
住
居
跡

が
み
つ
か
っ
た
が
、
西
北
側
の
も
の
か
ら
．
胤
を
追
っ
て
一
号
か
ら
五
号
ま
で
の
住
居

跡
番
号
が
う
た
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、
第
二
区
を
発
掘
し
て
か
ら
後
に
、
ト
レ

ン
チ
の
南
側
で
も
う
一
つ
の
住
居
跡
が
み
つ
か
り
、

ζ

れ
は
九
号
住
居
跡
と
さ
れ

た。
一
号
住
居
跡
の
輪
郭
は
、
地
表
下
一
メ
ー
ト
ル
か
ら
検
出
さ
れ
た
が
、

洪
水
時

に
、
住
居
跡
の
北
側
部
分
が
破
壊
さ
れ
た
。
南
北
に
長
い
竪
穴
式
住
居
跡
で
、
東
西

一
七
七
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一
七
八

の
長
さ
六
メ
ー
ト
ル
、
現
存
す
る
南
北
の
長
さ
は
八
・
七
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
は

0
・
二
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
る
。
住
居
跡
内
に
は
木
材
が

焼
け
て
炭
と
な
っ
て
広
が
っ
て
い
た
。
西
壁
縁
に
は
、
板
材
の
炭
化
物
が
あ
っ
た
。
住
居
跡
か
ら
は
、
東
北
の
角
付
近
で
無
文
土
器
の
底

部
、
石
庖
丁
、
火
を
受
け
た
獣
骨
、
黒
鉛
塊
な
ど
が
出
土
し
た
。

二
号
住
居
跡
は
、

一
号
住
居
跡
の
東
方
約
四
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
地
表
下
一
メ
ー
ト
ル
で
、
住
居
跡
の
輪
郭
が
現
わ
れ
た
。

や
は
り
半
分
ほ
ど
切
断
さ
れ
た
竪
穴
式
住
居
跡
と
し
て
、
完
存
す
る
南
壁
の
長
さ
七
メ
ー
ト
ル
、
現
存
す
る
西
壁
の
長
さ
は
二
・
八
メ
l

ト
ル
、
深
さ

0
・
二
五
メ
ー
ト
ル
内
外
で
あ
る
。

乙
の
住
居
跡
に
は
、
火
を
受
け
た
痕
跡
は
な
く
、
た
だ
、
南
壁
縁
の
肩
線
付
近
で
炭
が

そ
の
炭
は
、
三
号
住
居
跡
が
焼
け
て
倒
れ
る
と
き
に
覆
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、
二
号
住
居
跡
は

出
土
し
た
だ
け
で
あ
る
。

三
号
住
居
跡
よ
り
時
間
的
に
先
行
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
住
居
跡
の
真
ん
中
に
、
直
径
八

0
セ
ン
チ
ほ
ど
の
穴
が
あ
り
、

そ
こ
に
は
一

0
セ
ン
チ
の
厚
さ
で
灰
が
つ
ま
っ
て
い
た
。
炉
跡
で
あ
る
乙
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
乙
の
住
居
跡
か
ら
は
、
無
文
土
器
と
と
も
に
、
一
滴
平

片
耳
石
斧
、
石
錘
、
石
刀
、
石
庖
丁
、
石
槍
、
石
鍛
、
鋳
型
破
片
な
ど
が
出
土
し
た
。

三
号
住
居
跡
は
、
二
号
住
居
跡
と
ほ
と
ん
ど
閉
じ
深
さ
に
三

0
セ
ン
チ
の
聞
を
お
い
て
い
た
が
、
東
側
の
隅
は
、

四
号
住
居
跡
に
よ
っ

て
若
干
切
ら
れ
た
。
住
居
跡
の
平
面
形
は
長
方
形
で
あ
る
。
東
側
壁
線
の
長
さ
は
四
・
六
メ
ー
ト
ル
、
北
側
壁
線
の
長
さ
は
六
・
四
メ
ー

ト
ル
で
、
深
さ
は
二
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
や
は
り
住
居
跡
は
火
災
に
あ
っ
て
お
り
、
炭
が
散
布
し
て
い
た
が
、
そ
の
な
か
に
は
焼
け
た
柱

根
も
あ
っ
た
。
出
土
遺
物
に
は
、
無
文
土
器
と
石
槍
、
石
斧
な
ど
が
あ
る
。

四
号
住
居
跡
は
、
東
北
壁
面
の
半
分
ほ
ど
が
切
ら
れ
て
み
つ
か
っ
た
。
完
存
す
る
西
南
壁
の
長
さ
は
六
・
九
メ
ー
ト
ル
、
現
存
す
る
東

南
壁
の
長
さ
は
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
深
さ
は
二
五
セ
ン
チ
内
外
で
あ
る
。
住
居
跡
の
全
面
に
火
を
受
け
て
く
づ
れ
落
ち
た
炭
が
覆
っ
て

い
る
。
出
土
遺
物
に
は
、
無
文
土
器
と
石
槌
、
石
錘
な
ど
が
あ
る
。

一
つ
の
角
だ
け
が
残
っ
て
い
た
。
長
さ
は
南
壁
が
二
・
八
メ

ー
ト
ル
、
西
壁
が
二
・
二
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
は
三

0
セ
ン
チ
程
度
で
あ
る
。
や
は
り
火
を
受
け
た
住
居
跡
と
し
て
、
木
材
が
焼
け
て
一
面

五
号
住
居
跡
は
、

ほ
と
ん
ど
四
号
住
居
跡
と
接
つ
し
て
み
つ
か
っ
た
が
、



を
覆
っ
て
お
り
、
ま
た
、
柱
根
が
立
っ
た
ま
ま
で
焼
け
た
痕
跡
が
あ
る
。
柱
根
の
直
径
は
一

o
t
一
五
セ
ン
チ
で
、
柱
根
聞
の
距
離
は
二

o
t八
0
セ
ン
チ
内
外
で
あ
る
。

九
号
住
居
跡
は
、
三
号
住
居
跡
か
ら
南
側
に
約
八
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
、
地
表
下
一
・
四
メ
ー
ト
ル
か
ら
み
つ
か
っ
た
。
も
っ
と
も
長
い

西
壁
の
長
さ
は
一
一
メ
ー
ト
ル
、
北
壁
の
長
さ
は
六
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
は
三
五
セ
ン
チ
程
度
と
し
て
、
規
模
が
は
な
は
だ
大
き
い
竪
穴
式

住
居
で
あ
る
。
や
は
り
火
を
受
け
た
住
居
跡
と
し
て
、
底
面
の
と
と
ろ
ど
こ
ろ
に
炭
と
灰
が
覆
っ
て
い
る
が
、
そ
の
状
況
か
ら
み
て
切
妻

形
の
屋
根
が
く
づ
れ
落
ち
た
よ
う
で
あ
る
。
住
居
跡
の
底
面
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
は
、
灰
色
粘
土
が
敷
か
れ
て
い
た
。
出
土
遺
物
K
は、

無
文
土
器
や
石
庖
丁
、
石
銀
、
砥
石
な
ど
が
あ
る
。
と
り
わ
け
石
鍬
は
、
住
居
跡
の
北
側
隅
で
一

O
個
あ
ま
り
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た

り
、
南
側
の
角
の
付
近
で
剣
把
頭
飾
が
出
土
し
た
の
は
注
目
さ
れ
る
。

第
二
区
（
第
九
凶
）
で
は
、
南
北
八
メ
ー
ト
ル
、
東
西
一
四
メ
ー
ト
ル
の
区
間
を
定
め
て
発
掘
す
る
途
中
で
、

ト
レ
ン
チ
の
西
北
隅
で

住
居
跡
の
輪
郭
が
「
形
に
認
め
ら
れ
た
の
で
、
二

0
平
方
メ
ー
ト
ル
余
り
を
さ
ら
に
延
長
し
た
。

こ
こ
で
は
全
部
で
三
基
の
住
居
跡
が
調

査
さ
れ
た
。

六
号
住
居
跡
の
輪
郭
は
、
地
表
下
六
0
セ
ン
チ
で
み
つ
か
っ
た
。
長
さ
は
東
援
で
ニ
・
六
メ
ー
ト
ル
、
南
壁
で
二
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
は

⑮
 

二
0
セ
ン
チ
程
度
で
あ
る
。
規
模
は
き
わ
め
て
小
さ
い
が
、
平
安
北
道
寧
辺
郡
細
竹
里
遺
跡
で
も
類
例
が
あ
る
。
住
居
跡
の
底
面
は
若
干

堅
く
整
え
、
遺
物
に
は
土
器
片
が
数
点
出
土
し
た
だ
け
で
あ
る
。

七
号
住
居
跡
は
、
六
号
住
居
跡
か
ら
東
側
に
約
一
・
六
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
で
み
つ
か
っ
た
。
住
居
跡
の
南
側
部
分
は
、
少
し
切

ら
れ
て
出
た
が
、
現
存
す
る
南
北
の
長
さ
は
五
メ
ー
ト
ル
、
完
存
す
る
東
西
の
長
さ
は
三
・
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
は
三

0
1三
五
セ
ン
チ

ほ
ど
で
あ
る
。
出
土
遺
物
は
、
土
器
片
の
ほ
か
、
石
斧
、
石
銀
、
石
庖
丁
、
砥
石
作
業
台
な
ど
で
あ
る
。

八
号
住
居
跡
は
、
六
号
住
居
跡
か
ら
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
、
第
二
区
の
西
北
角
付
近
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
長
さ
は
東
南
壁
で
三
メ

！
ト
ル
、
西
南
壁
で
三
・
二
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
ニ

0
セ
ン
チ
程
度
の
ほ
と
ん
ど
方
形
の
住
居
跡
で
あ
る
。
乙
の
住
居
跡
で
は
、
肩
線
付
近

成
鏡
南
道
の
無
文
土
器
〈
西
谷
）

一
七
九
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か
ら
出
た
い
ぐ
っ
か
の
土
器
破
片
の
ほ
か
に
は
、
何
ら
遺
物
を
み
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
第
二
区
の
住
居
跡
は
す
べ
て
規
模
が

比
較
的
小
さ
く
、
火
に
焼
け
た
痕
跡
が
な
い
。

第
三
区
〈
第
九
図
〉
は
、
第
一
区
の
東
側
の
河
の
縁
に
あ
る
。
東
南
側
で
一

O
号
住
居
跡
が
調
査
さ
れ
た
（
第
一

O
図
）
。
ほ
と
ん
ど



地
表
面
に
露
呈
し
た
輪
郭
を
端
緒
に
発
掘
さ
れ
た
（
第
九
図
）
。

一
O
号
住
居
跡
の
上
に
堆
積
し
た
地
層
は
、

大
変
、

被
雑
で
あ
る
。
す

そ
れ
は
住
居
跡
が
で
き
た
後
に
、
何
度
も
地
層
の
変
化
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
生
じ
た
結
果
で
あ
る
。
そ
の
過
程
で
、
住
居
跡
の
輪
郭
と
底
面
の
一
部
分
が
破
壊
さ
れ
た
。
住
居
跡
の
長
さ
は
西
北
壁
で
七

な
わ
ち
、
砂
と
河
原
石
、
黒
色
土
層
が
幾
重
に
も
重
な
っ
て
い
た
が
、

メ
ー
ト
ル
、

東
北
壁
で
一

0
メ
ー
ト
ル
、

深
さ
三

0
セ
ン
チ
以
上
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

北
側
の
角
か
ら
西
北
壁
の
聞
の
住
居
跡
の
外

に
、
二
平
方
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
に
、
住
居
跡
の
底
面
か
ら
出
て
く
る
炭
の
よ
う
な
火
に
焼
け
た
木
材
が
残
っ
て
い
た
。
そ
こ
は
、
住
居

跡
の
底
面
か
ら
二

0
セ
ン
チ
上
ま
で
階
段
式
に
堅
く
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
住
居
跡
の
出
入
口
で
あ
ろ
う
。
住
居
跡
の
底
面
で
は
二
カ
所

で
・
、
直
荏
四
O
t六
O
セ
ジ
チ
程
度
の
丸
味
の
あ
る
穴
に
灰
が
つ
ま
っ
て
い
る
。
と
も
に
炉
跡
の
よ
う
で
あ
る
。
住
居
跡
の
全
面
で
木
材

が
焼
け
て
炭
と
な
っ
て
出
土
し
た
。
現
存
し
て
い
た
炭
の
状
態
か
ら
み
て
、

や
は
り
切
妻
形
の
屋
根
で
あ
ろ
う
。
粟
の
麓
の
よ
う
な
も
の

が
焼
け
た
も
の
と
、
底
面
に
敷
か
れ
た
ご
ざ
の
焼
け
た
も
の
も
出
た
が
、

そ
の
上
に
は
火
に
焼
け
た
骨
が
お
か
れ
て
い
た
。
住
居
跡
の
と

と
ろ
ど
乙
ろ
に
、
厚
さ
一
セ
ン
チ
ほ
ど
の
灰
色
粘
土
層
が
あ
る
乙
と
か
ら
み
て
、
底
面
を
間
め
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
住
居
跡
の
東
北

壁
の
中
聞
か
ら
は
、
火
に
焼
け
た
木
の
間
か
ら
、
柱
状
扶
入
石
斧
が
出
土
し
、
ま
た
、
西
側
の
隅
か
ら
は
完
形
の
無
文
土
器
が
紡
錘
車
と

と
も
に
出
土
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
石
剣
、
石
庖
丁
、
す
り
う
す
の
下
石
、

砥
石
な
ど
が
出
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
住
居
跡
群
は
、

一
般
的
に
柱
を
底
面
の
上
に
そ
の
ま
ま
立
て
、
屋
根
の
形
態
は
切
妻
で
、
炉
跡
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

炉
跡
は
、

た
だ
二
基
の
住
居
跡
で
み
つ
か
っ
た
が
、
特
別
の
施
設
は
な
い
。
遺
物
は
、
全
般
に
少
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

一
O
余
基
の
住

居
跡
の
な
か
で
、

四
基
だ
け
は
火
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
問
題
の
無
文
土
器
は
、
胎
土
に
よ
っ
て
二
種
類
に
大
別
さ
れ
る
。
第
一
は
、

い
わ
ゆ
る
褐
色
あ
る
い
は
赤
褐
色
の
無
文
土

器
で
あ
る
。
胎
土
に
砂
粒
を
多
く
混
じ
え
、
と
き
に
は
滑
石
も
少
し
含
む
も
の
が
あ
る
。
器
表
面
が
比
較
的
粗
い
。
ま
ず
、
壷
で
は
、
表

面
採
集
遺
物
の
な
か
に
、
高
さ
一

0
セ
ン
チ
ほ
ど
の
直
立
す
る
頚
部
を
も
っ
た
も
の
が
あ
る
（
第
一
一
図
1
1
蜜
で
は
、

っ
た
口
縁
端
の
す
ぐ
下
に
有
孔
列
点
文
を
め
ぐ
、
り
し
た
唯
一
の
完
形
品
が
あ
り
、

ま
っ
す
ぐ
終

一
O
号
住
居
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
（
第
一
一
図
4
1

威
鏡
南
道
の
無
文
土
器
（
西
谷
）
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こ
れ
に
は
、
胴
部
の
上
の
部
分
に
乳
首
形
把
手
が
一
対
つ
い
て
い

永奥邑遺跡出土の無文土器（縮尺%）

る
。
把
手
の
下
は
ぐ
っ
と
狭
ば
ま
り
、

口
径
二

0
セ
ン
チ
、

平
底
の
底
部
へ
と
つ
づ

く

器
一
両
二
二
セ
ン
チ
、

底
径
一

O
セ
ン

チ
、
器
壁
の
厚
さ

0
・
六
セ
ン
チ
を
測
る
。
四
号
住
居
跡
か
ら
出

口
縁
端
を
外
方
に
折
り
ま
げ
ず
に
、
ま

っ
す
ぐ
終
る
も
の
で
あ
っ
て
、
縁
端
に
斜
行
す
る
刻
み
目
文
を
ま

土
し
た
別
の
一
例
で
は
、

ば
ら
に
つ
け
て
い
る
（
第
一
一
図
2
1

表
面
採
集
遺
物
の
な
か

に
、
口
縁
端
を
外
方
に
折
り
ま
げ
て
二
重
口
縁
と
し
た
も
の
と
、

さ
ら
に
そ
の
上
に
円
孔
を
穿
つ
も
の
（
第
一
一
図
3
）

と
が
あ

る
。
底
部
は
上
記
の
完
形
品
と
同
じ
形
態
の
も
の
が
多
い
が
、
な

第11図

か
に
は
底
部
の
厚
さ
が
三
セ
ン
チ
を
越
え
る
厚
い
も
の
も
あ
る
。

表
面
採
集
遺
物
の
な
か
の
、
厚
手
で
高
台
状
に
な
っ
た
も
の
（
第

一
一
図
7
）
は
珍
し
い
。
表
面
採
集
さ
れ
た
把
手
に
は
、
乳
首
形

の
も
の
（
第
一
一
図
5
）
と
、
口
唇
形
の
も
の
（
第
一
一
図
6
）
と
が
あ
る
。

表
面
採
集
遺
物
で
あ
る
が
、
椀
も
あ
る
。
口
径
一
四
セ
ン
チ
、
底
径
一
一
セ
ン
チ
、
器
高
九
・
五
セ
ン
チ
、
器
壁
の
厚
さ
一
セ
ン
チ
未

満
の
小
形
の
も
の
で
あ
る
（
第
一
一
図
8
）。

一
O
号
住
居
跡
の
堆
積
層
か
ら
山
山
て
お
り
、
胎
土
に
細
砂
粒
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
表
面
採
集
遺
物
の
な
か
に
も
み

ら
れ
る
（
第
一
一
図
9
1

第
二
は
、
黒
色
土
器
で
あ
る
。
胎
土
に
泥
土
を
混
じ
え
、
薄
い
器
壁
は
比
較
的
堅
い
。
発
見
さ
れ
た
土
器
は
い
ず
れ
も
小
破
片
で
あ
る

台
付
鉢
は
、



た
め
、
全
体
の
器
形
は
わ
か
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
査
で
あ
ろ
う
。
四
号
住
居
跡
か
ら
出
土
し
た
破
片
に
は
、
横
方
向
に
数
条
の
平
行
線

を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
（
第
一
一
図
叩
）
。
同
じ
く
他
の
一
点
は
、

0
・
四
セ
ン
チ
の
間
隔
を
お
い
て
ニ
条
の
平
行
線
を
横
に
引
き
、
そ
の

な
か
に
斜
格
子
文
を
描
い
て
網
文
様
風
に
つ
く
っ
て
い
る
（
第
一
一
図
日
）
。

一
O
号
住
居
跡
の
堆
積
層
か
ら
出
た
一
点
は
、

胎
土
は
同

じ
で
あ
る
が
、
形
態
は
少
し
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、

口
縁
の
す
ぐ
下
に
貫
通
孔
が
あ
り
、

そ
れ
を
聞
に
お
い
て
、
上
・
下
に
二
条
の
平
行

線
を
横
に
引
い
て
か
ら
、

そ
の
な
か
に
、
円
孔
の
左
側
に
は
平
行
斜
線
を
、
ま
た
、
右
側
に
は
ヂ
グ
ザ
グ
文
を
描
い
た
。
こ
の
文
様
帯
の

下
方
に
は
把
手
の
痕
跡
が
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
乳
首
形
把
手
の
よ
う
で
あ
る
。
器
壁
の
厚
さ
は
0
・
五
セ
ン
チ
と
薄
い
（
第
一
一
図
ロ
）
。

⑮
 

間
威
鏡
南
道
洪
原
郡
雲
浦
労
働
者
区
遺
跡
出
土
の
無
文
土
器

一
九
五
八
年
一
二
月
ど
ろ
、
貯
水
池
堰
堤
工
事
に
伴
な
う
石
材
の
採
石
場
で
、
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
通
報
を
受

け
て
、
現
地
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
造
物
は
す
で
に
一
部
が
取
り
出
さ
れ
た
後
で
あ
っ
た
が
、
部
分
的
な
試
掘
も
含
め
て
調
査
さ
れ
た
。

遺
跡
は
、
成
鏡
線
雲
浦
駅
か
ら
北
側
に
約
一
キ
ロ
の
地
点
に
あ
り
、
安
豊
里
集
落
の
背
後
の
山
の
麓
に
位
置
す
る
。
低
丘
陵
上
の
陽
当

り
の
よ
い
場
所
に
あ
り
、
背
後
に
は
比
較
的
傾
斜
が
急
な
山
が
連
ら
な
り
、
前
方
に
は
ハ
ン
ポ
川
と
い
う
小
川
と
わ
ず
か
な
野
原
が
広
が

雲
補
遺
跡
は
、

っ
て
い
る
。
乙
と
か
ら
東
方
に
峠
を
一
つ
越
え
て
、
お
よ
そ
四
キ
ロ
ほ
ど
行
く
と
、
新
豊
里
の
集
落
が
あ
り
、

そ
こ
に
は
テ
ー
ブ
ル
型
の

支
石
墓
が
一
基
立
っ
て
い
る
。

遺
跡
は
、
石
積
み
を
掘
り
か
え
し
て
い
て
遺
物
層
を
発
見
す
る
に
い
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
石
積
み
は
、
厚
さ
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
層

で
、
お
よ
そ
幅
五
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
三

0
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
で
山
の
麓
に
平
坦
に
伸
び
て
い
る
が
、
山
の
上
か
ら
押
し
出
さ
れ
て
、
自
然

に
堆
積
し
た
場
所
で
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
石
の
大
き
さ
は
、
挙
大
の
も
の
が
多
い
が
、
人
頭
大
の
も
の
も
あ
る
。

遺
物
は
、

は
、
規
則
的
に
積
ん
だ
痕
跡
を
み
い
だ
す
と
と
は
で
き
ず
、
表
面
も
や
は
り
起
伏
が
な
く
平
坦
で
、
自
然
で
あ
る
。

大
体
、

地
表
か
ら
五

0
セ
ン
チ
下
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、

腐
蝕
土
が
若
干
混
じ
っ
た
砂
利
層
で
検
出
さ
れ
た
が
、

砂
利
層
で

出
土
遺
物
は
、
青
銅
製
剣
把
頭
飾
一
点
と
、
粘
板
岩
製
紡
錘
章
一
点
、

そ
し
て
、
土
器
破
片
多
数
に
、
人
骨
一

O
余
体
分
で
あ
っ
た
。

威
鏡
南
道
の
無
文
土
器
（
西
谷
〉

一
八
三



成
鏡
南
道
の
無
文
土
器
〈
西
谷
）

一
八
四

出
土
状
況
を
み
る
と
、
砂
利
層
の
最
初
か
ら
剣
把
頭
飾
と
紡
錘
車
が
一
カ
所
で
み
ら
れ
、

で
、
破
損
し
た
土
器
片
多
数
と
、
四

t
五
体
分
の
人
骨
が
無
秩
序
に
み
ら
れ
た
。
人
骨
が
ど
の
よ
う
に
横
た
え
ら
れ
て
い
た
か
、
そ
の
状

態
は
わ
か
ら
ず
、
人
骨
片
と
土
器
片
は
、
多
く
の
も
の
が
石
積
み
に
ま
ぎ
れ
と
ん
で
い
た
。
人
骨
付
近
に
は
、
何
ら
施
設
物
の
痕
跡
は
み

い
だ
せ
な
か
っ
た
。
あ
る
試
掘
地
点
で
は
、
人
骨
一
体
分
と
そ
の
頭
蓋
骨
の
側
に
、
黒
色
土
器
｝
点
が
下
に
接
つ
し
た
状
態
で
発
見
さ
れ

た
が
、
そ
の
土
器
の
な
か
に
は
歯
が
三
個
入
勺
て
い
た
。
乙
の
ζ

と
は
、
土
器
が
頭
の
脇
に
お
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
遺
体
が
置

か
れ
た
方
向
は
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
。
と
の
ほ
か
に
も
、
多
く
の
地
点
で
、
人
骨
と
土
器
片
が
同
じ
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。
推
測
す
る

に
、
砂
利
層
を
少
し
掘
り
か
え
し
て
、
遺
体
を
横
た
え
、
そ
乙
に
副
葬
品
を
入
れ
、
石
で
も
っ
て
覆
っ
た
ら
し
い
。
と
乙
ろ
が
、
乙
の
よ

そ
こ
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
と
ζ

ろ

う
に
撹
乱
状
態
に
あ
っ
た
の
は
、
砂
利
層
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
た
め
で
、
原
位
置
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
の
よ
う
な
墳

墓
と
推
定
さ
れ
る
遺
構
は
、
朝
鮮
半
島
で
と
れ
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
乙
れ
は
原
始
的
な
積
石
塚
の
一
種
と

考
え
ら
れ
、

乙
の
遺
跡
は
、
共
同
墓
地
と
み
ら
れ
よ
う
。

塁審号事実男子

さ
て
、
雲
浦
遺
跡
で
出
土
し
た
無
文
土
器
は
、
赤
黒
く
て
、
厚
手
の
、
無
文
様
の
平
底
土
器
が

多
い
が
、
そ
の
な
か
に
は
、
底
部
が
画
然
と
台
状
に
な
っ
た
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ

る
。
ま
た
、
薄
手
の
丹
塗
磨
研
土
器
も
み
ら
れ
る
。
土
器
は
い
ず
れ
も
ほ
と
ん
ど
が
破
片
で
あ
る

た
め
、
形
態
や
大
き
さ
は
正
確
に
わ
か
ら
な
い
が
、
厚
手
の
無
文
土
器
に
は
鉢
、
丹
塗
磨
研
土
器

に
は
椀
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
ら
し
い
。
前
者
に
は
、
口
縁
部
を
植
木
鉢
の
よ
う
に
二
重
に
折
り

ま
げ
た
も
の
が
あ
る
が
、
底
部
は
わ
か
ら
な
い
。

形
態
が
わ
か
る
も
の
で
は
、
黒
色
磨
研
土
器
が
あ
る
。
復
元
さ
れ
た
結
果
に
よ
る
と
、
直
径
一
三
セ
ン
チ
、
高
さ
一
五
・
五
セ
ン
チ
の

~rm 

第tz図

や
や
長
い
乙
と
が
特
長
で
あ
る
。

丸
底
の
蜜
で
あ
る
（
第
一
二
図
〉
。
顎
部
の
高
さ
が
五
・
五
セ
ン
チ
を
測
り
、

や
わ
ら
か
い
胎
土
で
堅

く
な
い
。
器
壁
は
薄
く
て
文
様
は
み
ら
れ
な
い
。
成
鏡
南
道
で
、

ζ

の
種
の
土
器
が
発
見
さ
れ
た
の
は
最
初
で
あ
る
。



威
鏡
南
道
無
文
土
器
の
編
年
｜
｜
結
語
に
代
え
て
｜
｜

戚
鏡
南
道
の
無
文
土
器
は
、
他
の
地
域
と
同
じ
く
、
褐
色
も
し
く
は
赤
褐
色
を
し
た
、
厚
手
、
無
文
の
も
の
が
主
流
を
な
し
て
い
る
。

乙
の
種
の
無
文
土
器
は
、
お
そ
ら
く
、
無
文
土
器
時
代
全
般
に
わ
た
っ
て
み
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
時
間
の
流
れ
に
つ
れ
て
器
形
や

整
形
・
成
形
技
法
も
変
化
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
第
二
節
で
資
料
紹
介
を
行
な
っ
た
と
お
り
、
か
な

ら
ず
し
も
良
好
な
資
料
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
現
状
で
あ
る
。
そ
と
で
、
他
の
地
域
に
お
け
る
編
年
観
と
、
数
少
な
い
資
料
な

が
ら
も
、
そ
乙
に
み
ら
れ
る
器
形
・
整
形
技
法
な
ら
び
に
別
種
の
土
器
と
の
共
伴
関
係
な
ど
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
将
来
の
よ
り
詳
細
な

編
年
作
業
へ
の
踏
み
台
に
な
れ
ば
幸
い
と
思
っ
て
い
る
。
結
論
か
ら
い
う
と
、
成
鏡
南
道
の
無
文
土
器
を
と
り
あ
え
ず
、
第
I
・
第
E
・

第
E
の
様
式
に
分
け
て
お
き
た
い
。

第
I
様
式
は
、

戚
鏡
北
道
の
徳
仁
里
遺
跡
出
土
品
を
参
考
と
し
て
例
示
し
つ
つ
、

威
鏡
南
道
に
お
け
る
将
来
の
発
見
を
予
測
し
て
お

く
。
す
な
わ
ち
、

口
縁
部
が
外
反
す
る
壷
と
、
ロ
縁
部
が
直
立
し
、
端
部
近
く
に
有
孔
列
点
文
を
め
ぐ
ら
す
、
題
の
セ
ッ
ト
（
第
三
図
1

・
2
）
が
指
標
と
な
ろ
う
。
聾
に
は
、
江
原
北
道
中
坪
調
遺
跡
採
集
の
突
摺
文
を
有
す
る
も
の
が
共
存
し
て
も
か
ま
わ
な
い
。

第
E
様
式
は
、

威
鏡
南
道
の
中
里
・
永
輿
邑
の
両
遺
跡
出
土
品
が
好
例
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
褐
色
あ
る
い
は
赤
褐
色
の
無
文
土
器
で

は
、
壷
の
実
態
は
わ
か
ら
な
い
。
盟
で
は
、
い
わ
ゆ
る
有
孔
列
点
文
土
器
が
引
き
続
い
て
優
勢
で
あ
る
が
、
器
形
に
若
干
の
変
化
が
み
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
口
縁
部
は
、
わ
ず
か
に
内
湾
し
て
終
り
、
ま
た
、
有
孔
列
点
文
の
下
方
に
乳
首
形
な
い
し
は
突
起
状
の
把
手
が
つ
く

と
と
は
大
き
な
特
色
で
あ
る
。
把
手
に
は
、
永
興
邑
遺
跡
で
出
土
し
た
切
株
形
お
よ
び
口
居
形
の
も
の
も
含
ま
れ
よ
う
。
聾
に
は
、
口
縁

端
外
面
に
斜
行
す
る
刻
み
目
を
も
つ
も
の
や
、
ロ
縁
端
を
外
方
に
折
り
か
え
し
て
ニ
重
に
し
、
さ
ら
に
そ
乙
に
円
孔
を
穿
つ
と
い
う
も
の

が
あ
る
。
前
者
は
、
朝
鮮
半
島
北
部
の
西
海
岸
地
方
に
特
長
的
な
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、
朝
鮮
半
島
の
東
北
部
と
西
海
岸
地
方
の
二
つ

の
要
素
が
、
い
わ
ば
折
衷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
聾
に
共
伴
し
て
、
小
形
の
椀
や
、
台
付
鉢
が
組
み
合
わ
さ
る
乙
と
が
注
目
さ

成
鏡
南
道
の
無
文
土
器
ハ
西
谷
〉

一
八
五



成
鏡
南
道
の
無
文
土
器
〈
西
谷
〉
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六

れ
る
。
第
E
様
式
の
最
大
の
特
色
は
、
黒
色
磨
研
土
器
が
共
存
す
る
乙
と
で
あ
る
。
上
記
の
と
お
り
、
ほ
と
ん
ど
壷
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ

る
褐
色
あ
る
い
は
赤
褐
色
の
、
い
っ
て
み
れ
ば
組
製
土
器
に
対
し
て
、
精
製
土
器
と
も
い
え
る
も
の
で
、
前
者
の
壷
の
欠
如
を
補
完
す
る

も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
黒
色
磨
研
土
器
は
、
い
ず
れ
も
焼
成
後
に
線
刻
に
よ
っ
て
、
平
行
線
の
な
か
を
三
角
文
や
斜
線
で
う
め
る

文
様
が
基
調
と
な
っ
て
い
る
。

第
E
様
式
と
し
て
、
戚
鏡
南
道
の
雲
補
遺
跡
出
土
品
を
挙
げ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
厚
手
、
無
文
の
組
製
土
器
鉢
の
ほ
か
、
黒
色
磨
研

土
器
壷
、
丹
塗
磨
研
土
器
椀
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
組
製
土
器
に
は
二
重
ロ
縁
部
を
も
つ
も
の
が
あ
る
と
い
う

の
で
、
第
E
様
式
に
引
き
続
く
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
乙
乙
で
は
積
石
塚
の
一
種
と
思
わ
れ
る
墳
墓
遺
構
が
み
つ
か
り
、
人
骨
が
一

O
体
余

り
と
土
器
片
も
多
数
出
土
し
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て
共
存
し
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
の
聞
に
若
干
の
時
期

差
が
あ
る
も
の
か
、
問
題
が
な
い
で
は
な
い
。
と
も
あ
れ
、
小
形
の
丸
底
蜜
は
、
も
っ
と
も
新
し
い
時
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
戚
鏡
南
道
の
無
文
土
器
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
に
お
け
る
一
応
の
目
安
と
し
て
、
三
様
式
に
編
年
し
て
み
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
と
れ
は
あ
く
ま
で
も
一
つ
の
試
案
に
す
ぎ
ず
、
残
さ
れ
た
問
題
点
や
疑
問
点
が
多
い
。

ま
ず
、
他
の
地
域
の
例
か
ら
類
推
し
て
、
少
な
く
と
も
五
様
式
ぐ
ら
い
に
は
細
分
さ
れ
よ
う
。
戚
鏡
南
道
に
お
け
る
新
資
料
の
発
見
如

何
に
よ
っ
て
は
、
第
I
様
式
の
類
例
と
し
て
提
示
し
た
、
徳
仁
里
遺
跡
出
土
土
器
に
先
行
も
し
く
は
細
分
で
き
る
可
能
性
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん

に
あ
る
。
第
E
様
式
に
つ
い
て
も
、
永
輿
邑
遺
跡
の
住
居
跡
に
お
い
て
、
二
号
か
ら
三
号
を
経
て
四
号
住
居
跡
へ
と
い
う
前
後
関
係
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
聞
に
細
分
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
し
た
場
合
、
乳
首
形
と
切
株
形
な
い
し
は
口
唇
形
の
把
手
の
聞
に

は
、
時
期
差
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。

も
う
一
つ
は
、
各
様
式
に
お
け
る
器
種
構
成
の
問
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
第
I
様
式
に
お
け
る
丹
塗
磨
研
土
器
の
実
態
と
、
仮
り
に

第
I
様
式
が
細
分
で
き
る
と
す
る
と
、
そ
の
聞
の
型
式
差
な
ど
は
、
現
在
の
と
乙
ろ
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。
第
E
様
式
に
つ
い
て
は
、

褐
色
も
し
く
は
赤
褐
色
の
、
い
わ
ゆ
る
無
文
土
器
の
壷
を
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
E
様
式
で
も
、
雲
補
遺
跡
出
土
の
各
種
土
器



に
関
連
し
て
、
黒
色
磨
研
土
器
と
共
伴
す
る
、
褐
色
も
し
く
は
赤
褐
色
の
無
文
土
器
が
具
体
的
に
提
示
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

第
I
様

式

の

無

文

土

器

は

、

成

鏡

北

道

の

会

寧

五

洞

遺

跡

の

第

E
様
式
に
対
比
さ
れ
、

た
、
南
部
地
方
の
古
式
の
様
式
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
朝
鮮
半
島
東
北
部
の
古
様
式
の
一
つ
の
典
型
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、

有
孔
列
点
文
土
器
と
い
う
点
で
、

ま

第
E
様
式
の
無
文
土
器
は
、
黒
色
磨
研
土
器
が
伴
な
い
、

そ
れ
ら
に
幾
何
学
的
な
線
刻
文
様
を
施
乙
す
な
ど
の
特
色
の
あ
る
も
の
で
あ

る
。
乙
の
種
の
黒
色
磨
研
土
器
は
、
近
く
で
は
戚
鏡
北
道
羅
津
の
草
島
遺
跡
で
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
朝
鮮
半
島
の
西
北

部
で
平
安
北
道
の
美
松
里
・
細
竹
里
両
遺
跡
で
も
認
め
ら
れ
、
両
地
方
と
の
系
譜
上
の
関
連
が
指
摘
で
き
よ
う
。
そ
の
上
で
、
第
E
様
式

の
黒
色
磨
研
査
の
平
行
線
文
、
褐
色
あ
る
い
は
赤
褐
色
土
器
に
お
け
る
有
孔
列
点
文
や
乳
首
形
把
手
な
ら
び
に
全
体
的
な
器
形
な
ど
か
ら

＠

＠

 

み
て
、
美
松
里
匹
型
式
お
よ
び
細
竹
里

L
型
式
に
対
比
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
石
庖
丁
・
柱
状
扶
入
石
斧
・
石
鉱
な
ど

の
磨
製
石
器
が
依
然
と
し
て
盛
行
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
す
で
に
青
銅
器
が
鋳
造
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
と
い
う
注
目
す
べ
き
事
実
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
永
興
巴
遺
跡
で
は
、
矛
・
斧
・
小
銅
鐸
な
ど
の
鋳
型
が
表
面
採
集
も
し
く
は
発
掘
に
よ
っ
て
検
出
さ
れ
て
い
る
。
美
松

里
遺
跡
で
は
、

乙
の
時
期
に
先
行
す
る
美
松
里

L
型
式
の
段
階
に
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
の
あ
る
銅
斧
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
大

陸
で
は
、
遼
寧
省
遼
陽
市
二
道
河
子
村
の
第
二
号
石
室
基
で
は
、
美
松
里
払
型
式
の
壷
に
伴
な
っ
て
、
銅
斧
と
斧
の
鋳
型
が
出
土
し
て
い

＠
 

ヲ

hv

。第
E
様
式
の
無
文
土
器
は
、
図
示
で
き
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
わ
ず
か
に
黒
色
磨
研
土
器
の
査
が
比
較
的
よ
く
わ
か
る
程
度
で
あ

る
。
雲
浦
出
土
例
と
ま
っ
た
く
同
じ
も
の
は
、

こ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
系
譜
や
他
地
域
と
の
比
較
は
む
つ
か
し
い
。
あ
え
て

い
う
な
ら
ば
、
第
E
様
式
の
黒
色
磨
研
土
器
の
無
文
様
化
と
い
う
流
れ
の
な
か
で
理
解
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
土
器
に
伴
な
っ

て
、
剣
把
頭
飾
が
出
土
し
て
い
る
が
、

そ
の
型
式
は
、
し
ば
し
ば
細
形
銅
剣
に
組
み
合
わ
さ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
青
銅
器
に
お
い
て
も
、

第
E
様
式
の
段
階
に
は
、

一
段
と
展
開
し
た
と
い
え
よ
う
。

威
鏡
南
道
の
無
文
土
器
（
西
谷
〉

一
八
七



成
銭
南
道
一
の
無
文
土
器
〈
西
谷
）

4

1

、z、
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註①〕

西
谷
正
、
一
九
八
一
「
考
古
学
よ
り
み
た
原
始
・
古
代
社
会
」
『
新
朝
鮮
史
入
門
』
五
五

t
五
六
頁
、
龍
渓
書
舎
、
東
京
。

西
谷
正
、
一
九
七
五
「
会
寧
五
洞
の
土
器
を
め
ぐ
る
問
題
｜
北
部
朝
鮮
無
文
土
器
編
年
の
た
め
に
」
『
史
淵
』
第
一
一
一
一
輯
、
福
岡
。

西
谷
正
、
一
九
七
七
「
細
竹
塁
の
土
器
を
め
ぐ
る
問
題
｜
西
部
朝
鮮
無
文
土
器
編
年
の
た
め
に
」
『
考
古
論
集
』
広
島
。

西
谷
正
、
一
九
七
八
「
美
松
里
洞
窟
出
土
の
無
文
土
器
l
西
部
朝
鮮
無
文
土
器
編
年
の
た
め
に
悶
」
『
史
淵
』
第
一
一
五
輯
、
福
岡
。

安
永
順
、
一
九
六
六
「
北
青
郡
中
里
遺
跡
」
『
考
古
民
俗
』
一
九
六
六
年
第
二
号
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
。

業
基
徳
、
一
九
五
七
「
豆
満
江
岸
流
域
と
東
海
岸
一
帯
の
遺
跡
調
査
」
『
文
化
遺
産
』
一
九
五
七
年
第
六
号
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
。

黄
基
徳
、
一
九
五
七
「
前
掲
論
文
」
。

韓
錫
正
、
一
九
六
一
「
威
鏡
南
道
地
域
で
発
見
さ
れ
た
細
形
銅
剣
遺
跡
と
遺
物
」
『
文
化
遺
産
』
一
九
六
一
年
第
一
号
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
。

韓
錫
正
、
一
九
六
一
「
前
掲
論
文
」
。

徐
国
泰
、
一
九
六
五
「
永
輿
巴
遺
跡
に
関
す
る
報
告
」
『
考
古
民
俗
』
一
九
六
五
年
第
二
号
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
。

黄
基
徳
、
一
九
五
七
「
前
掲
論
文
句

田
鴎
福
、
一
九
六
一
「
威
鏡
北
道
金
策
郡
徳
仁
皇
〈
支
石
墓
〉
整
理
簡
略
報
告
」
『
文
化
遺
産
』
一
九
六
一
年
第
三
号
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
。

李
長
愛
、
一
九
五
八
「
元
山
市
中
坪
塁
原
始
遺
跡
」
『
文
化
遺
産
』
一
九
五
八
年
第
六
号
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
。

梁
翼
龍
、
一
九
六
一
「
最
近
江
原
道
で
発
見
さ
れ
た
原
始
遺
物
」
『
文
化
遺
産
』
一
九
六
一
年
第
六
号
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
。

以
下
の
記
述
は
、
回
鴎
福
、
一
九
六
一
「
前
掲
論
文
」
七
三

t
七
四
頁
に
よ
る
。

西
谷
正
、
一
九
八
O
「
日
朝
原
始
墳
墓
の
諸
問
題
」
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
古
代
史
講
座
』
第
一
巻
、
二
ハ
六

t
一
六
七
頁
、
東
京
。

以
下
の
記
述
は
、
李
長
愛
、
一
九
五
八
「
前
掲
論
文
」
五
七
t
五
八
、
六
O
t六
一
頁
、
お
よ
び
、
梁
翼
龍
、
一
九
六
一
「
前
掲
論
文
」
三
二
、
三

五
、
四
三
頁
に
よ
る
。

以
下
の
記
述
は
、
安
永
願
、
一
九
六
六
「
前
掲
論
文
」
二
四
J
ニ
六
頁
に
よ
る
。

削
土
工
事
に
従
事
し
た
農
民
の
確
認
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
火
を
受
け
た
底
面
に
、
炭
と
灰
が
混
じ
っ
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
、
土
器
底
部
三
個

体
分
、
黒
色
土
器
破
片
数
点
、
石
斧
二
、
石
庖
丁
て
さ
ら
に
、
火
を
受
け
た
骨
の
破
片
や
骨
錐
が
検
出
さ
れ
た
と
い
う
（
安
永
順
、
一
九
六
六

「
前
掲
論
文
」
二
四
頁
）
。

鉄
の
破
片
は
、
重
さ
が
六
グ
ラ
ム
の
ひ
じ
よ
う
に
小
さ
い
も
の
で
あ
る
が
、
龍
城
機
械
工
場
実
験
研
究
所
で
分
析
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
安
永
願
、

⑩⑨③⑦⑥⑤④③②  ⑬⑫⑪  ⑬⑬  ⑬ 



⑫⑧⑫⑬⑬⑫  

一
九
六
六
「
前
掲
論
文
」
二
五
頁
）
。

以
下
の
記
述
は
、
徐
国
泰
、
一
九
六
五
「
前
掲
論
文
」
三
五

t
三
九
、
四
一

J
四
二
、
四
五
頁
に
よ
る
。

金
政
文
、
一
九
六
四
「
細
竹
里
遺
跡
発
掘
中
間
報
告
凶
」
『
考
古
民
俗
』
一
九
六
四
年
第
二
号
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
。

以
下
の
記
述
は
、
緯
錫
正
、
一
九
六
一
「
前
掲
論
文
」
七
四
J
七
六
頁
に
よ
る
。

西
谷
正
、
一
九
七
八
「
前
掲
論
文
」
一
七
八
1
一
七
九
頁
。

西
谷
正
、
一
九
七
七
「
前
掲
論
文
」
四
九
O
t四
九
一
頁
。

進
陽
市
文
物
管
理
所
、
一
九
七
七
「
遼
陽
二
道
河
子
石
棺
墓
」
『
考
古
』
一
九
七
七
年
第
五
期
、
北
京
。

成
鏡
南
道
の
無
文
土
器
（
西
谷
）

一
八
九


